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【はじめに】 

従来から使用されている画像再構成法の逐次近似法にノイズ低減処理を加えた、新しい画像処理法Block 

sequential regularized expectation maximization法（以下BSREM法）1,2)を用いることで画質の向上が期待できる。

BSREM法にはノイズ抑制強度のパラメータのβ値があり、β値の設定により画質が変化する。しかし、脳領域に

おいて最適な設定β値は定まっていない。本研究では脳FDG-PETにおける最適撮像時間とBSREM法の最適

β値を検討した。 

 

【方法】 

Discovery MI（GE社製）を使用し、脳PET撮像ファントム試験手順書3)に従い、FDGを20 MBq封入したHoffman 

3D脳ファントムおよび円筒形ファントム（長さ300 mm、直径160 mm）を30分間撮像した。PET画像はBSREM法を

用い収集時間を5-30分、β値を1-1000と変化させ再構成した。再構成した画像の%CV、視野内均一性（SD）、%

コントラストを評価した。%コントラストは、デジタルファントムに基づき灰白質領域、白質領域をそれぞれ抽出し算

出した。 

 

【結果】 

各β値に対する%CVの結果をFig.1に示す。%CVはβ

値の増加に伴い低下し、低β値で急峻な低下を示すが、

β値が300以降では変化が小さくなった。また、収集時

間が長くなるほど%CVは低下し、収集時間が5分のとき、

10分以降に比べ高値を示した。次に、視野内均一性

（SD）の結果をFig.2に示す。視野内均一性（SD）はβ値

の増加に伴い低下し、低β値で急峻な低下を示すが、

β値が300以降では変化が小さくなった。また、収集時

間が長くなるほど%CVは低下し、収集時間が5分のとき、

10分以降に比べ高値を示した。%コントラストの結果を

Fig.3に示す。%コントラストはβ値の増加に伴い低下し

た。また、収集時間の違いによる差は見られなかった。

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 各収集時間におけるβ値に対する%CV 

 

Fig.2 各収集時間におけるβ値に対する 

視野内均一性（SD） 

 

Fig.3 各収集時間におけるβ値に対する 

%コントラスト 
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【考察】 

%CV、視野内均一性のSDは同様の傾向を示し、β値が1～300までの範囲では、β値の増加に伴い急峻な低

下を示し、β値が300以上ではβ値の増加による変化が小さくなり、ほぼ一定となった。β値はBSREM法におけ

るノイズ抑制強度のパラメータであり、β値を高値に設定するほどノイズは抑制される。β値が1～300までの範

囲では、β値増加に伴うノイズ抑制、均一性向上効果が顕著であったが、β値が300以上では%CV、視野内均

一性ともに差が見られず、β値を300より高く設定してもさらなるノイズ抑制、均一性向上効果は期待できないと

考えられる。また、%CV、視野内均一性のSDともに、収集時間が5分のとき10分以降と比較して高値を示した。こ

れは、5分では収集時間が不足していることを表しており、収集時間は10分以上必要だと考えられる。 

%コントラストは収集時間に違いにかかわらず、β値の増加に伴い減少した。このことより、コントラストに関して

は、可能な限り低β値であることが望ましいといえる。 

以上の結果より、物理評価においてBSREM法を用いた最適条件は収集時間が10分、β値が300である。 

 

【結論】 

脳18F-FDG-PETにおけるBSREM法を用いた最適条件は、物理評価において収集時間が10分、β値が300で

ある 
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